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は
　
じ
　

め
　
に

　
現
在

、

と

く
に

産
業
界
を
中
心
に

能
力
主
義
・

実
力
主

義
の

確
立
が

要
請

さ
れ
て

い

る

が
、

そ
の

実
現
は

容
易
で

は

な
く

、

い

ろ

ん
な

障
害
に
よ

っ

て

阻
ま
れ
て

い

る
。

能
力
主
義
を
阻
む

要
因
は

種
々

考
え
ら
れ
る

が
、

わ

れ
わ

れ

が
こ

こ

で

と
く
に

関
心
を

向
け
る

の

は
、

学
歴
主
義
の

制
度
な
い

し

は

慣

行
で

あ
る

。

こ

の

学
歴
主

義
と

能
力
主

義
の

対
立
は

、

次
の

二

点
に
お
い

て

特
徴
的
で

あ

る
と

思
わ

れ
る

。

　
第
一

に
、

学
歴
主

義
の

も
と
で

は
、

有
利
な

学
歴
は

有
利
な

経
歴
を
約
束

す
る
が、

逆
に
不

利
な

学
歴
は
不

利
な

経
歴
し

か

予
想
さ
せ

な
い

た
め、

人

々

の

能
力
発
揮
の

意
欲
が

学
歴
に

よ
っ

て

大
き
く
左

右
さ
れ
る

。

高
学
歴
者

と

低

学
歴
者

、

あ
る

い

は
一

流
大
出
身
者
と

二

流
大
出

身
者
と
で

は
、

将
来

に

対
す
る

見

通
し

が

異
な
り

、

不
利
な

学
歴
所
有
者
は

自
己
の

努
力
の

限
界

を
意
識
し

、

モ

ラ
ー

ル

も

低
下
せ

ざ
る

を
得
な
い

。

ま
た

不
利
な

学
歴
所
有

者
が

実
力
を

も
っ

て

い

る

場
合

、

あ
る
い

は

少
な
く
と

も
実
力
が

あ
る

と

意

識
し

て

い

る

揚
合

、

学
歴
主

義
が
支
配
的
で

あ
れ
ば

あ
る

ほ

ど
、

彼
の

コ

ン

プ
レ

ッ

ク

ス

は

強
ま

る
で

あ
ろ

う
。

さ
ら
に

こ

う
し

た

状
況
の

も
と
で

は、

学
歴
の

役
割
に

対
す
る
評
価
が

所
有
す
る

学
歴
如
何
に

よ
っ

て

過
大
に

な
っ

た

り
過

小
に

な
っ

た

り
す
る、

と

い

う

現
象
が
生
ま
れ
る

。

つ

ま
り、

学
歴

の

不
利
な

者
は

学
歴
の

役
割
を

過
大
評
価
し

て

必

要
以
上
に

学
歴
に

こ

だ

わ

る

の

に

対
し

て
、

有
利
な

学
歴

所
有
者
は
む

し

ろ
そ
れ
を

過
小

評
価
す
る

の

で

あ

る
。

以
上
の

よ

う
に、

不

利
な

学
歴
は
一

種
の

去
勢
作
用
を
も
つ

と

と

も
に、

コ

ン

プ
レ

ッ

ク

ス

や

被
害
者
意
識
を
生
み
だ
し

て

い

る
。

そ
こ

に

は、

い

わ

ば
学
歴
の

病
理

現
象
が
見
出
さ

れ
る

。

　
第
二

に
、

学
歴
主

義
の

も
と
で

は
、

能
力
の

評
価
が
或
る
一

時
期
（

例
え

ば
入

学
試
験
）

に

固
定
化
さ
れ
る

た

め
、

能
力
の

可
変
性
が

無
視
さ
れ

る
。

学
歴
は

個
人
が

獲
得
す
る

も
の

で

あ
る

か

ら
、

そ

こ

に

は

ア

チ
ー
ブ
メ

ン

ト

の

原
理
が
働
い

て

い

る

が、

そ
れ
が
い

っ

た

ん

獲
得
さ

れ
る

と、

ア

ス

ク

リ

プ
シ

ョ

ン

に

転
化
し
て

し

ま
う

。

そ
し

て

そ
の

後
の

能
力
の

変
動
・

成
長
が

不
断
に
評
価
さ
れ
る

と

い

う
こ

と
は、

行
な
わ
れ

に

く
く
な
る

の

で

あ
る

。

卯
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し
か

し、

学
校
で

の

実
力
が
そ
の

ま
ま

社
会
で

の

実
力
と
な
る
わ

け
で

は

な

い

し
、

学
校
が

判
別
す
る

実
力
と

社
会
が
要

求
す
る

実
力
と
が
一

致
す
る

と

は

限
ら
な
い

。

実
力
の
一

部
と

し
て

の

学
力

、

例
え
ば
学
業
成
績
だ

け
に

限

っ

て

み
て

も
、

小
中
高
大
と

各
段
階
を

通
じ
て

不
変
の

学
力
と
い

う
も
の

が

あ
る

わ
け
で

は

な
い

。

学
力
は

変
動
す
る

。

ま
し
て

や

杜
会
で

の

実
力
が

変

動
し

な
い

と
い

う
こ

と
は

あ
り

得
な
い

の

で

あ
ろ

う
。

と
こ

ろ

が、

学
歴
と

実
力
と
の

関
係
は

、

学
歴
主
義
の

も
と
で

は
、

次
の

点
で

特
有
な
様
相
を
呈

す
る

。

先
に

指
摘
し

た

如
く

、

人
々

の

将
来
へ

の

見
通
し、

欲
求
水
準

、

モ

ラ

ー
ル

、

実
力
発
揮
へ

の

意
欲
は

学
歴
に
よ
っ

て

左
右
さ
れ
る

が
、

そ
こ

に

は

学
校
の

格
差
や
出
身
校
に

よ
る

待
遇
差
と
い

う
制
度
的
条
件
が
結
び
つ

い

て

い

る
。

有
利
な

学
閥
に

属
す
る

人
は

、

地
位
の

昇
進
ル

ー
ト
を

保
証
さ
れ

、

ま
た
い

わ

ば
帝
王

学
を
学
ぶ
こ

と
に

よ
っ

て
、

そ
れ
に

ふ

さ
わ
し

い

価
値
意

識
や
行
動
様
式
を
身
に

つ

け
る

。

こ

う
し

て

何
年
か

の

ち
に

は
、

実
際
誰
の

眼
に

も
「

実
力
あ
る

者
」

と

映
ず
る
よ

う
に

な
る

。

逆
に

学
歴
の

不
利
な
人

は
、

最
初
か

ら
実
力
発
揮
の

揚
を
与

え
ら

れ
て

い

な
い

の

で

あ
る

か

ら
、

実

力
は

潜
在
し

た

ま
ま
で

終
わ
り、

彼
に

実
力
が
あ
っ

た

か
ど

う
か
は
、

結
局

わ

か

ら
な
い

。

問
題
は、

何
を
以
て

「

実
力
」

と

呼
び

、

い

か

に
し
て
　、
実

力
」

を
判
定
す
る

か

に

あ
る

だ

ろ

う
。

　
以

上、

わ
れ
わ

れ
は

学
歴
主

義
の

問
題
点
を

、

と

く
に
二

つ

だ
け

取
り

上

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
ヘ
　
　

ヘ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

へ

げ
た

。

一

つ

は

主
と
し

て

能
力
の

発
揮
に

関
係
し

、

も
う
一

つ

は

能
力
の

評

へ価
に

関
係
し

て

い

る
。

い

ず
れ

も
、

能
力
主
義
の

実
現
の

た
め
に

は

無
視
し

得
な
い

視
点
で

あ
ろ

う
。

以
下
に

報
告
す
る

の

は、

こ

う
し

た

問
題
意
識
に

泓）
と
つ
い

て

行
な
わ
れ
た

調
査
の

結
果
の
一

部
で

あ
る

。

そ
れ
は、

次
の

二

つ

の

調
査
か

ら
成
る

。

e
学
歴
ア
」
よ
る

意
識
の

変
容

、

⇔

単
力
の

変
動

。

学
歴
に

よ

る

意
識
の

変
容

　

こ

の

調
査
の

意
図
は、

高
校
時
代
の

学
業
成
績
が
同
一

な
い

し

接
近
し

て

い

る

者
が

、

そ
の

後、

異
な
っ

た

学
歴
を
た

ど
る

こ

と

に

よ

っ

て
、

経
歴
が

い

か
に

規
定
さ
れ、

ま
た

意
識
が
ど
う

変
容
し
た
か

を

追
跡
研
究
す
る

こ

と

に

あ
る

。

こ

れ
は、

某
国
立

大
学
附
属
高
校
の

昭
和
二

十
三

年
度
か

ら
三

十

七

年
度
ま
で

の

卒
業
生
二

千
六

百
名
の

な
か

か
ら

九
百

名
の

標
本
を
抽
出
し、

昭
和
三

十
九
年
四

月
郵
送
法
に

よ

っ

て

実
施
さ
れ
た

。

（

注
−

）

回

答
者
は
四

五
七

人
（

回

収
率
五

十
・

入

％
）

で

あ
っ

た
。

標
本
抽
出
の

際
、

わ

れ
わ
れ

は

次
の

よ
う

な
基
準
に

従
っ

た
。

同
性
中、

在
学
中
成
績
が

同
一

な
い

し

き

わ
め

て

接
近
し

て

い

る

同
「

年
度
卒
業
生
で

進
路
を
異
に

し
た

者
（

例
え
ば

就
職
者
と

進
学
者

、

一

流
大
進
学
者
と

二

流
大
進
学
者、

文
科
系

と

理

科

系
）

を
ペ

ア

と
し

て

選
ぶ

と
い

う
方
法
で

あ
る

。

つ

ま
り、

少
な

く
と

も
学

力
の

点
で

出
発
点
が

同
じ

で

あ
り
な
が
ら、

そ
の

後
の

学
歴
が
異
な
る
ペ

ア

を
つ

く
る

の

で

あ
る

。

こ

の

方
法
に

従
え

ば
、

三

種
類
の

比

較
が

可
能
と
な

る
。

す
な
わ

ち、

O
段
階
別
学
歴
に

よ

る

比

較、

⇔

大
学
格
差
に

よ

る

比

較
、

⇔

専
攻
に

よ
る

比

較
で

あ
る

。

し

か

し、

わ

れ
わ

れ
の

関
心
が
と

く
に

大
学

格
差
に

向
け
ら
れ
て

い

る

こ

と、

ま

た

被
調
査
者
の

場
合
高
卒
者
が

き
わ

め

て

少
な
い

こ

と、

さ

ら
に

専
攻
に

よ

る

比

較
は
必

要
な
場
合
に

言

及
す
る

程

度
で

よ
い

と

考
え

ら

れ
る

こ

と

等
を

理
由
に

、

こ

こ

で

は

大
学
格
差
に

よ

る

比

較
に

焦
点
を
し

ぼ
っ

た
。

　

大
学
格
差
に

よ
る

比
較
に

限
定
し

た

場
合

、

ペ

ア

の

選

定
基
準
は

次
の

通

り
で

あ
る

。

O
同
一

年
度
卒
業
生
で

あ
る

こ

と、

⇔

同
性
で

あ
る

こ

と
（

こ

こ

で

は

男
子
の

み
）

、

　
 

高
校
成

績
が

同
一

な
い

し

接
近
し

て

い

る

こ

と、

ノ00 − 一
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大
学
で

の

専
攻
が

同
一

系
統
で

あ
る

こ

と、

¢ 9
進
学
大
学
に

格
差
が

あ
る

こ

と
。

以
上
の

う
ち

、

 
 
¢ ⇒

に
つ

い

て

具
体
的
に

説
明
し
て

お
こ

う
。

ま

ず
高
校
成
績
は

、

高
校
三

年
間
の

成
績
（

各
科
目
五

段
階
評
価
）

か
ら

文
科

系
（

国
英
社
）

五

点
、

理

科
系
（

数
理
）

五

点
、

計
十

点
満
点
と
し

て

計
算

さ

れ
た

個
人
の

得
点
を

用
い

た
。

こ

の

場
合、

す
べ

て

の
ペ

ア

を
同
点
同
志

の

組
合
せ
に

す
る

こ

と

は

不
可
能
な
の

で、

得
点
の

開
き
を
一

定
の

範
囲
に

限
る
と
い

う

操
作
を
加
え
た

。

す
な
わ

ち、

一

流
大
学
進
学
者
の

方
が

得
点

が
高
い

場
合
は

そ
の

差
を
○
・

三

以
下、

二

流
大
学
進
学
者
の

方
が
得
点
が

高
い

場
合
は
そ

の

差
を
○

・

九
以
下
に

押
え
た

。

し

か

し
こ

う
し

た

手

続
き

に

従
う
に
し

て

も、

次
の

三

点
は

充
分
注
意
す
る

必
要
が
あ
る

。

第
一

に
、

五

段
階
評
価
で

同
じ

四

点
で

も
、

実
際
に

は

五

点
に

近
い

場
合
も
あ
れ
ば

、

逆
に
三

点
に

近
い

場
合
も
あ
ろ

う
。

第
二

に
、

工

流
大
学
進
学
者
が
一

流
大

学
進
学
者
と

同
等
あ
る
い

は
そ
れ

以
上
の

高
校
成
績
を
示
し
て

い

る

と
し
て

も
、

彼
が
一

流
大
学
に

合
格
す
る

「

実
力
」

を
も
っ

て

い

た
か

ど

う
か

わ
か

ら

な
い

。

第
三

に、

文
科
系
・

理

科
系
と
い

う
適
性
が

考
慮
さ
れ
る

必
要
が

あ

る
。

ベ

ア

の
一

方
は

文
科
系
に

優
れ

、

他
方
は

理
科
系
に

優
れ
て

い

る

と

い

っ

た

組
合
わ
せ
は

、

こ

こ

で

は

適
当
で

な
い

。

次
に、

大
学
で

の

専
攻
は

法
経
系、

文
教
系

、

理
工

系、

医
学
系
の

四
つ

に

分
類
し

、

同
一

系
統
の

組

合
せ

と
な
る

よ
う
に

し
た

。

さ

ら
に、

進
学
大
学
に

関
し
て

は
、

一

応
現
在

の

常
識
的
な

基
準
に

従
っ

て
、

旧
帝
大

、

東
工

大、

一

橋
大、

神
戸
大

、

大

阪
市
大
〔

旧

商
大
系
学
部
）

、

　
早
大
（

等
一

政
経
・

理
工
） 、

慶
大
（

医
・

経
）

を

二

流
大
学
」

と

み
な
し
た

。

た

だ
し、

こ

の

場
合

コ

流
大
学
」

は

東
大

・

京
大、
　
「

二

流
大
学
」

は

地
元
の

国
立
一

期
校
を
重
点

的
に

選
ん

だ
。

　
こ

う
し

て、

先
に

示
し

た

五

つ

の

条
件
を
す
べ

て

充
た

し

た

と

き、

ベ

ア

が
成
立
す
る

。

も
ち
ろ
ん、

出
発
点
を
同
じ

く

す
る

と

い

う
意
味
で

は、

も

っ．

と

重
要
な
条
件
と

し
て

、

例
え

ば

家
庭
環
箋
が
あ
る

。

と

く
に

、

志
望
大

学
の

決
定
を
左
右
す
る
の

は、

単
に

経
済
的
条
件
と
い

っ

た

も
の

だ

け
で

な

く、

そ
の

家
庭
に

特
有
な

価
値
体
系
で

あ
ろ

う
と

思
わ

れ
る

。

し

か

し

こ

う

し

た

条
件
を
厳
密
に

統
制
す
る

こ

と
は、

わ

れ

わ
れ
の

調
査
資
料
で

は

不
充

分
な

た

め、
。

ヘ

ア

の

条
件
に
は

加
え
な

か
っ

た
。

　
以
上
の

よ

う
に

し

て

出
来
上

が
っ

た

ペ

ア

は
、

男
子
六
十
組
（

百
二

十

名
）

で

あ
る

。

そ
の

内
訳
を
示

す
と、

大
学
卒
業
者
の

ペ

ア

が
三

十
九
組

、

大
学

在
学
者
の

ペ

ア

が
二

十

組
、

そ

れ
に

大
卒

者
と

大
在
者
の

組
合
せ
が
一

組
あ

っ

た
。

ま
た

専
攻
別
に
み
る

と、

法
経
系
二

十
二

組
、

文
教
系
三

組
、

理
工

系
二

十
九
組、

医
学
系
六

組
で

あ
る

。

高
校
成
績
で

は、

第
一

表
に
示

す
如

績

定検

第 1 表 高 校 成

1血 塵
一流大

二 流大

60

60

8．14　 0．70

8．25　 0．64

t ； 0．265
df＝ 128
P ＞ 0．8

く

二

流
大
学
」

進
学
者
と

「

二

流
大
学
」

進

学
者
の

平
均
点
の

差
は

統
計
的
に

有
意
で

は

な

い
。

最
後
に

進
学
大
学
の

内
訳
を

み
る
と
「

一

流
大
学
」

は

東
大
二

十
五

名
、

京
大
十
二

名、

他
の

旧
帝
大
八

名、

早

慶
九

名、

東
工

大
お
よ

び

但
商
大
六

名
と
な

り
、

　
「

二

流
大
学
」

の

方

は
地

元
国
立
一

期
校
四

十
名

、

そ
の

他
の

地
元

に
近
い

諸
大
学
二

十
名
で

あ
る
。

　
さ
て

、

学
歴
に
よ
る

意
識
の

差
異
な

い

し

は

変
容
を
と

ら
え
る

に
し

て

も、

そ
れ
は

い

ろ

ん

な
側
面
か

ら

分
析
す
る

こ

と

が
で

き
る

、

こ

こ

で

は
、

次
の

二

点
に
つ

い

て

考
察
し

た
い

。
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O
出

身
大
学
の

効
用

、

 

欲
求
水
準
の

変
容

。

　
ま

ず、

出
身
大
学
の

効
用
は
い

か

な
る

点
に

認
め

ら

れ

る

の

だ

ろ
う
か

。

一

般
的
に

い

っ

て、

学
歴
の

効
用
は

二

つ

の

面
に

分
け
る

こ

と

が
で

き
る
。

定検

x2 ＝ 1982

df　 ＝ 4P

く 0．　OOl

第 2 表 出身大学の 効用

計
あ ま り
な　 い

どち ら
ともい

え な い

損を し

て い る
i無 答

1 1 1 「

く
る

よ
あ

　　　 20
（33．3）

　　　 21
（35．0）

　　　60
（99．9）

　　　　 60
（100．0）

0

　　　 1
（1．7）

　　　 11
（18．3）

　　　24
（40．0）

　　　　8
（13．3）

　　　 11
（18．3）

　　　21
（35．0）

　　　3
（5，0）

一
流大

二 流大

（

注
2

）

一

つ

は

実
質
的
な

知
識
や
技
術

で

あ
り、

も
う
一

つ

は
レ

ッ

テ

ル
、

肩

書
と
し

て

の

効
用
で

あ
る

。

出
身
大
学

の

効
用
も
こ

の

二

つ

の

面
に

分
け
ら

れ

る

が、

ふ

つ

う
一

流、

二

流
と
い

う
こ

と

ば
で

表
現
さ
れ

る

大
学
格
差
は、

レ

ッ

テ

ル

と
し
て

の

効
用
と
直
接
結
び
つ

い

て

い

る
。

し

か

し、

さ

ら
に

出
身
大

学
に

よ
る

効
用
と
し

て

コ

ネ
を
無
視
す

る

こ

と
が
で

き
な
い

。

こ

れ
は

、

二

つ

の

面
の

ど

ち
ら

に
は

い

る

と
も
言
い

切

れ

な
い

が、

わ
が

国
で

は
と

く
に

問
題

に

な

る
も
の

で

あ
ろ

う
。

こ

う
し

た

点

を
考
慮
し

て
、

わ
れ
わ
れ
は

次
の

よ
う

な

質
問
を

試
み
た

。

　
「

あ
な
た

は

現
在

ま
で

に
、

あ
な

た
の

大
学
を
出
た

と
い

う
こ

と

で
、

社
会
的

評
価
が

違
っ

た

り
、

コ

ネ
が
で

き
た
り
し

て
、

と

く
を
し
た

と

思
っ

た

こ

と

が
あ

り
ま

す
か
」

こ

れ

に

対
す
る

回
答
は

第
二

表
の

通
り
で

あ

る
．

　
「

よ
く

あ
る

」

と

す
る

者
が

「

一

流
大
学
」

組
に

圧
倒
的
に

多
い

点
が
注
目
さ
れ

よ
う

（

な
お

、

無
答
は

大
学

在
学
中
の

者
）

。

　
こ

の

よ
う
に
、

出
身
大
学
の

効
用
に
は、

大
学
の

格
に
よ

っ

て

き
わ

め
て

大
き
な

差
異
が
あ
る

こ

と
が

明
ら
か

で

あ
る

。

な
お

、

出
身

大
学
の

効
用
の

も
う
一

つ

の

面
に

関
し

て
、

　
「

専
門
的
知
識
が

現
在
の

仕
事

に

ど
の

程
度
役
立
っ

て

い

る

か
」

を
た

ず
ね
た
が、

こ

れ
は
一

流
大
学

、

二

流
大
学
を

問
わ

ず、

専
攻
に
よ
っ

て

大
き
な
差
が
み
ら
れ
る

。

こ

こ

で

の

分

析
の

対
象
を
は

な
れ
て

、

専
攻
に

よ

る
比

較
の

結
果
を
示

す
と

、

次
の

通
り

で

あ
る

。

大
卒
者
男
子
の

会
仕
・

官
庁
就
職
者
の

法
経
系
と
哩
工

系
に
分
け

て

み
る

と、

　
「

大
い

に
役
立
っ

て

い

る
」

と

答
え
た

者
が

法
経
系
十
五
・

五

％、

理
工

系
四

四
・

四

％
、

　
「

少
し

は

役
立
っ

て

い

る
」

が

前
者
五
五
・

二

％、

後
者
四

八
・
一

％、

　
「

全
然
役
立
っ

て

い

な
い
」

が

前
者
二
一

九
・

三

％、

後
者
】
・

九
％
と

な
る

。

こ

の

よ

う
に、

実
質
と
し

て

の

効
用
は

専
攻
に

よ

っ

て

差
異
が

み
ら
れ
る

の

に

対
し

て
、

レ

ッ

テ
ル

と
し
て

の

効
用
は

大
学
格

差
に
よ
る

差
異
が

大
き
い

の

で

あ

る
。

　

次
に、

欲
求
水
準
を

試
み

よ

う。

こ

の

調
査
で

は
、

　
「

将
来
の

生
活
水
準

へ

の

見
通
し
し

を
と
ら
え
る
た
め

に
、

上、

中
の

上、

中
、

中
の

下、

下
と

い

う
五

段
階
を
設
け、

ど
の

段

階
ま

で

到

達
で

き
る
と

考
え
る

か

を
た

ず
ね

た
。

し
か

も
、

時
点
は

現
在
だ

け
で

な

く
、

大
学
入
学
時

、

さ
ら
に

は

高
校

入
学
時
の

見
通
し

を
も

想
起
さ
せ

た
。

も
っ

と
も、

過
去
に
ど
の

程
度
の

見

通
し

を

も
っ

て

い

た
か

と

い

う
こ

と
は

、

そ
れ

が
個
々

人
の

記
憶
に

依
存
し

て

お
り、

ま
た

現
在
の

視
点
か

ら
の

着
色
を
ま
ぬ

が

れ

難
い

と
い

う

点
で
、

あ
い

ま
い

な

も
の

に

な
ら
ざ
る

を

得
な
い

。

こ

の

こ

と

は

充
分
注
意
し

な
け

れ
ば
な
る

ま
い
。

　
（

注
3

）

　
大
学
入

学
時
お
よ
び

現
在
の

見

通
し

を
み

る

と
、

第
3
表
の

よ
う
に

な

る
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第 3 表　将来の 生活水準 へ の 見通 し

計 検　定上 ［中の 上 1中以下 ID ．K ・

  81「齢
8゚

　　　　60
（100．0）　P ＜ 0，02

−

の

o

　
α

　　　 14
（23．3）

　　　　 4
（6．7）

　　　 38
（63．3）

　　　 42
（70．0）

　　　　 7

（11．7）

　　　　14
（23．3）

大入

　学

学時

一 流 大

二 流 大

　　　　60
（99．9）

　　　　60
（100．O）

xz ＝ 11．58

df＝・2p

＜ O．　01

　　　 2
（3．3）

　　　 1
（1．7）

現

　

在

一 流 大

二 流 大

　 5
（8．3）

　 0

　 35
（58．3）
　 25

（41．7）

　 18

（30．0）
　 34

（56．7）

（注）検定の 際，K ．D ．を除 く。他 の 表 の 場 合 も同様。

第 4 表 　高校入学時の 将来 へ の 見通 し

検 定
二⊥
卩 麁D ．K ．人並みの

生活
人並み以
上の 生活

x2 ＝＝1．08

df＝ 2P

＞ 0．50

　　　　60

（100．0）

　　　　60

（100．0）

　　　 2

（3，3）
　　　 1

（1．7）

　　　24
（40．0）
　　　 20

（33．3）

　　　 31

（51、7）
　　　 37

（61．7）

とびぬ け
て い い 生

活

　 　 3
（5．0）
　 　 2

（3．3）

大

　

大

流

　
流

皿

　

二

（

中
以
下
は

　

　
　
「

中
の

下
」

、

「

下
」

を
含
む
が

、

大
部
分
は
「

中
」

で

あ
る
）

。

　
い

ず
れ
の

時
点
に

お
い

て

も
、

　

二

流
大
学
」

組
の

方
が

見
通
し

が

高
い

。

と
こ

ろ

が、

高
校
入
学
時
で

は
、

第
4
表
に

示
す

如
く

、

大
学
格

差
に

よ

る
見
通
し
の

差
は

認
め

ら
れ
な
い

，

他
の

時
点
と
は

違
っ

た
こ

と
ば

を
用
い

て

生
活
水
準
を
表
現
し

て

い

る

の

で
、

一

概
に
は
い

え
な
い

が
、

そ

れ
に

し

て

も
差
が

認
め
ら
れ

な
い

こ

と
は

確
か

で

あ
る
。

以
上
は、

　

二

流

大
学
」

組
と
「

二

流
大
学
」

組
と
を
全

体
と
し

て

比
較
し

た

の

で

あ
る

が
、

今
度
は

各
。

ヘ

ア

毎
に
ど
ち
ら
の

見

通
し
が

高
い

か

を
調
べ

、

　

コ

流
大
学
」

進
学
者
の

方
が

見
通
し
の

高
い

ペ

ア

（

一

流
大
V
二

流
大
） 、
　

見
通
し

の

高

計

第 5 表　各時期の 欲求水準の 比較

一
流大

　 〉

二 流大

一流大
　 H
二 流大

一
流大

　 く

二 流大
分類不能

152328 252819 17

　810

313 60 （組）

6060

高校入学時

大学入 学時

現　　　在

さ

が
等
し
い

ペ

ア

（

一

流

大
目

二

流
大
） 、

コ
一

流
大
学
…

進
学
者［
の

方
が

見
通
し

り

高
い

ペ

ア

（

一

流
大
く

二

流

大
）

と
い

う

ふ

う
に

分
け
て

み
る
と

、

第
5
表
の

よ
う

に
な
る

。

こ

れ

に
よ
れ
ば

「

一

流
大
学
」

の

方
が
見
通
し

の

高
い

ペ

ア

に

時
期
と
と

も
に

増
加
し

て

い

る
が

、

逆
に

コ
一

流
大

学
」

の

方
が

見
通
し

の

高
い

ペ

ア

は

減
少

の

て

い

る

の

で

あ
る。

さ
ら
に、

も
っ

と

角
度
を
変
え
て、

個
人
の

欲
求
水
準
推
移

の

型
（

上
位
一

貫
型

、

上
昇
型

、

下
降
型、

中
位
一

貫
型
）

を
設
定
し

て

比

較
し

て

み

よ

う
。

　
（

注
4

）

こ

れ
ら

の

型
に
つ

い

て

簡

単
に

説
明
す
る

と
、

　
「

上
位
一

貫
型
」

は

高
校
入
学
時、

大
学
入
学
時

、

現
在
の

各

時
点
を
通
じ

て

常
に

高
い

欲
求
水
準
を
維

持
し

続
け
る

型、
　
「

上
昇
型
」

は

時
期
と

と

も
に

、

欲
求
水
準
を
高
め

て

い

く
型

、
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「

下
降
型
」

は

逆
に

欲
求
水
準
が

下
が
っ

て

い

く
型

、

　
「

中
位
一

貫
型
」

は

各
時
期
を
通
じ

て

中
位
の

欲
求
水
準
を
維
持
す
る

型
で

あ
る

。

こ

の

四

つ

の

型
と

進
学
大
学
の

格
と
の

関
連
を
示
す
と

、

第
6
表
の

通
り
で

あ
る

。

こ

の

第 6 表　欲求水準推移の 型

定検

x2 ＝ 12．12

df＝ 3P

＜ 0．01

盆畫L計

　　　　3　　　 601
（5．0）　（ユ00．0）1

　　　 60
（99。9）

　　　 3

（5．0）

位
型

上昇型 1下降型 1史
　　　　　4
（6．7）

　　　　11

（18． 3）

　　　 13
（21．7）

　　　 23
（38．3）

　　　　15
（25，0）

　　　 5
（8．3）

上 位
一

貫型

　 　 25
（4上 7）

　 　 18
（3く）．岐））

一
流大

二 流大

定検

第 7 表　高校入 学時に希望 した 大学の 程度

亘 ヒョ窪．．1三 流 「飜 r 計

x2 　＝ 7．85

df＝ 3P

く O．　05

　　　　 60
（101）。0）

　　　　 60
（1〔X〕．0）

　　　　 7
（11．7）

　　　　15
（25．0）

　　　 1
（1，7）

0

　　　　 3
（5．0）

　　　　8
（13．3）

　　　 49
（81．7）

　　　37
（61．7）

一
流大

二 流大

よ
う
に

、

欲
求
水

準
の

推
移
は

進
学

大
学
の

格
差
に

よ

っ

て

か

な

り

左
右

さ
れ

る

の

で

あ
る

。

　

し

か
し

前
述
の

如
く、

高
校
入

学

時
の

見
通
し
に

は

差
が
み

ら

れ
な
か

っ

た
。

こ

の

点
に

つ

い

て

は
、

も
つ

と

吟
味
し
て

み
る

必

要
が

あ
る

。

同

じ
く

高
校
入

学
時

に

ど
の

程
度
の

大

学
を
希
望
し
て

い

た
か

を
た
ず
ね

た

と
こ

ろ
、

そ
の

回

答
は

第
7
表
の

通

り
で

あ
っ

た
。

明

ら
か

に
、

「

一

流

大
学
組
の

方
が
一

流
大
学
を
希
望
し

た

者
が

多
い

。

こ

う
し

て

み

る

と、

漠

然
と
し

た

生
活
水
準
と

い

っ

た

も
の

は
と

も
か

く
と
し

て、

具
体
的
な

大
学

受
験
へ

の

態
度
に

は
、

　
「

一

流
大
学
」

組
と

「

二

流
大
学
」

組
と
で

は
、

か

な

り

意
識
差
が
あ
っ

た
の

で

は

な
い

か、

そ
し
て

こ

の

こ

と
が
｛

方
を
【

流

大
学
へ

、

他
方
を
二

流
大
学
へ

進
学
さ
せ

る

要
因
と
な
っ

た
の

で

は
な
い

か、

と

考
え

ら
れ
る

。

つ

ま
り

高
校
時
代、

少
な

く
と

も
学
力
の

点
で

は
差
が
な

か
っ

た
と
し

て

も、

大
学
受
験
へ

の

態
度
に

は

差
が
あ
っ

た

か

も
し

れ

な
い

の

で

あ
る

。

そ
こ

で
、

志
望
大
学
を
決
定
す
る

際
ど
ん

な
条
件
が

強
く

作
用

し
た
か

を
知
る
た

め

に、

あ
ら
か

じ
め
二

十
の

条
件
を

設
定
し

、

そ
れ
ら

の

条
件
の

影
響
の

程
度
を
た

ず
ね
た

。

（

注
5
）

そ

の

う
ち

、

と

く
に

注
目
さ
れ

る

四

つ

の

条
件
を

第
8
表
に

掲
げ
る

。

こ

こ

で

興
蛛
深
い

こ

と
は、
　
「

同
級

生
へ

の

対
抗
意
識
」

や
「

大
学
の

伝
統
」

は

「

一

流
大
学
」

組
の

方
が
「

影

響
を
受
け
た
」

と
す
る

者
が

多
い

の

に

対
し
て

「

家
の

経
済
状
態
」

や
「

大

学
の

所
在
地
」

は、
　
「

二

流
大
学
し

組
の

方
が

「

影
響
を

受
け
た
」

と

す
る

者
が

多
い

こ

と
で

あ
る

。

　

大
学
受
験
へ

の

態
度
と
い

う
点
で
、

も
う
｝

つ

興
味
深
い

の

は、

志
望
大

学
を
い

つ

決
定
し

た

か
と
い

う
こ

と
で

あ

る
。

第
9
表
に

よ

れ
ば、

　
「

中
学

時
代
」

が
「

一

流
大
学
」

組
に
入

人
も
い

る

の

に

対
し
て、
　
「

二

流
大
学
」

組
に

は
一

人
も
い

な
い

。

こ

の

よ
う
に、

　
「

一

流
大
学
」

組
が

き
わ

め

て

早

い

時
期
に

志
望
大
学
を
決
定
す
る

傾
向
が
あ

る
こ

と
は、

競
争
意
識
の

強
さ

、

大
学
の

伝
統
（

11
一

流
）

へ

の

志
向
と

と
も
に、

注
目
さ
れ

て

よ

い
。

　
こ

の

よ

う
に
み

て

く
る

と、

わ
れ
わ

れ
は

こ

れ
ら

の

ベ

ア

の

出
発
点
に

お

け
る

差
異
に

当
面
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
る

。

わ
れ
わ
れ
は

最
初
ペ

ア

を

組
む

と

き、

家
庭
を
め

ぐ
る

種
々

の

条
件
を
無
視
し

た
が

、

こ

の

条
件
が

進

路
を
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定検計

x2 ＝ 16、22　　　　 60

（100．O）

　　　　 60
（100．1）

df ＝ 4p

＜ 0．01

x2 ＝ 　37．85

df ＝ 4P

＜ 0．001

x2 　＝ 17．85

df＝ 4P

＜ O．　01

　　　　 60

（99．・9）

　　　　 60
（100．　0）

　　　　 60
（100．0）

　　　　 60
（100．o）

　　　60
（99．・9）
　　　 60
（99．9）

x2 ＝37．93

df ＝ 4P

＜ 0．001

第 8 表　志望大学決定 の 条件

麟 髣鯲
影

ノ＿

　 　 5　　　 15
（8．3）　　（25．0）
　 　 3　　　　 1
（5．0）　　　（1．7）

考慮に は

入れ た

　 　 10
（16．7）

　 　 16

（26．7）

嬰騨 纜差

，、．夢言1、。 、1
，，謝   ，1

　　　5
　　　）

　　　 4

　　　）

　　　1
（1，7）

　　　3
（5．0）

　　　2
（3．3）

　　　2
（3．3）

　　　 1

（1，7）
　　　0

23 17 14 5
（38．3） （28．3） （23．3） （8．3）

6 3 20 28
（10．0） （5．0） （33．3） （46，7）

5 3 28 22
（8．3） （5．0） （46．7） （36．7）

16 13 18 11
（26．7） （21．7） （30。0） （18．3）

8 5 14 32
（13．3） （8。3） （23．3） （53．3）

26 18 11 5
（43．3） （30．0） （18．3） （8．3）

一
流 大

二 流 大

一 流 大

二 流 大

一 流 大

二 流 大

同の 識
繩
生抗
へ 意

伝

　
　
統

　

経
済
状
態

大

学

の

　
　

家
　
　
の

大所 1一 流 大
　 　 1

篇 二 流 大

定検計

第 9 表　志望大学決定の 時期

睡酬轍 時代瞬 時代1そ ・ 他

x2 ＝ 12．43

df＝ 3p

＜0．01

0　　　 60
　　　（99．9）

　　　 2　　　 60
（3．3）　（］．OO．0）

　　　 14
（23．3）

　　　　9
（15．0）

　　　 38
（63．3）

　　　 49
（81．7）

　　　　8
（13．3）

0

一 流 大

ご 流 大

○
大
卒
」

の

肩
書
を
も
つ

と

き
、

て
、

意
識
に
大
き
な

影
響
を
与
え

ず
に

は

お
か

な
い

。

験
の

結
果
で

あ
る

と

こ

ろ

の
、

の

意
欲
喪
失、

モ

ラ
ー

ル

の

低
下、 決

定
す
る、

き
わ

め

て

重
要
な
要
因
と
し

て

浮
か
び
上
が
っ

て

く
る、

大
学
入

学
以

前
に

各
人
が
お
か

れ

て

い

た

諸
条
件
は

、

わ
れ
わ

れ
の

調
査
で
は

具
体
的
に

と
ら

え

る

こ

と
が

で

き
な
か
っ

た

が
、

そ
れ
が
ペ

ア

の
一

方
を

一

流
大
学
へ

、

他
方
を
二

流

大
学
へ

進
学
さ

せ

る

要
因
に
な
っ

た
で

あ
ろ

う
と
い

う
こ

と

は
、

充
分゚
椎
測
で

き
る

。

し
か

し、

こ

う

し

た

闘
題
の

究
明
は

す
で

に

わ
れ
わ
れ
の

意
図

を
越
え
て

い

る
。

わ

れ
わ

れ
が
こ

こ

で

明
ら

か

に

し

よ

う
と

し

た

の

は、

　
「

大
学
格
差
」

に

よ

る

意
識
の

差
異
な
い

し

は

変
容
の

問
題

で

あ
っ

た
。

　
或
る

人
が

或
る

大
学
に

入
学
す
る
と
い

う

こ

と

は
、

実
は
一

定
の

社
会
的
評
価
を
与
え

ら
れ
一

定
の

格
を
も
っ

た

大
学
に

入

学
す
る

こ

と
に

ほ

か

な
ら

な
い

。

こ

の

こ

と
は、

彼

が
そ
れ
を
意
識
す
る

と
否
と
に

か

か

わ
ら

ず、

事
実
で

あ

る
。

こ

の

事
実
は

、

彼
が

大
学
へ

進
学
し

、

さ
ら
に

は

大
学
を

卒
業
し

て

「

○

　
彼
に

と

っ

て

現
実
と
な
り、

体
験
と
な
っ

　
　
　
　

　
　

　
　

　
こ

の

現
実、

こ

の

体

不

利
な

学
歴

所
有
者
の

去

勢
化、

実
力
発

揮

　
　
コ

ン

プ
レ

ッ

ク

ス
、

被
害
者
意
識

、

偶
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鹸｛
に

ょ
る

不
運
の

強
調

、

瀞
†

歴
の

役
割
の

過
大

評
価、

有冖
利
な
学

歴
所

有
者

に

対
す
る

心
理

的
対
立

等
ヤ

は
、

　 
，、
r

歴
「

な

し

に

は

浮
か

び
上
が
れ

な
い

学
歴
主
義
社
会
の

構
造
に、

墓
本
的
に

は

帰
因
し

で

い

る

の

で

あ

る
．

こ

の

調
査
は、

こ

ろ

し

た

学
歴
童

義
の

も
た

ら
ナ

問
題

点
の

｝

部
を

明
ら
か

に

し

よ

う
と

し

た

試
み
に

す

ぎ
な
い

。

二

　
学
力
の

変
動

　
以

上
の

分
析
で

、

欲

求
永
準
が

学
歴
に
よ
っ

て

如
何
に

強
く

規
定
さ

れ
て

い

る

か

が

明
ら
か

に

な
っ

た
。

こ

の

調
査
結
果
は、

学
歴
に

よ
っ

て

人
を

評

価
す
る

風
潮
が、

日

本
に

於
て

予
想
以
上
に

根
強
い

と
い

う
事
実
を
、

明
白
に

示
し

て

い

る
。

学
歴
が

入
学
試
験
と

い

う
実
力
競
争
に

よ
っ

て

獲
得
さ
れ

る

と

い

う

意
味
で

は
、

学
歴
に
よ
る

人
の

評
価
に

は
、

そ
れ

相
当
の

妥
当
性
は

あ

る
。

学
校
以
上
に

体
系
的
で

長
期
間
に

わ
た
る

能
力
選
別
の

制
度
が

他
に

存

在
し

な
い

た
め、

学
校
に

よ

る

能
力
の

保
証
が

採
用
や

昇
進
の

際
に

会
社
や

官
公

庁
で

尊
重
さ
れ
る

こ

と
も、

一

面
で

は

理
解
で

き

な
い

こ

と
で

は

な
い

。

　
し

か

し

な
が

ら
、

学
歴
主

義
の

弊
害
の

一

つ

は
、

学
歴
が
一

度
獲
得
さ
れ

る
と、

そ
れ

以
後
の

個
人
の

能
力
や
業
績
の

変
動
と
は

無
関
係
に、

あ
る

学

歴
の

持
主
が
そ
の

学
歴
相
応
の

実
力
を
持
ち

続
け
る

か

の

よ

う
に、

学
歴
に

よ
っ

て

周
定
的
に

評
価
さ
れ

る
こ

と
に

あ
る

。

こ

の

固
定
的
評
価
に

よ

っ

て
、

有
利
な

学
歴
を
持
つ

者
は

彼
の

実
力
の

発
揮
に

有
利
な

機
会
を
与
え

ら
れ
る

が
、

反
対
に

不

利
な

学
歴
を

持
つ

者
は、

そ
の

学
歴

相
応
の

実
力
し

か

期
待

し

え

な
い

と

判
断
さ
れ

、

彼
の

実
力
発
揮
の

期
待
は

少
な

く
、

著
し

い

モ

ラ

ー

ル

の

低
下
を
も
た

ら

す
。

こ

の

よ

う
な
現

象
は

大
き
な
エ

ネ
ル

ギ

ー
の

損

失
と
い

え
よ

う。

　

現

在
の

日

本
に
淋

40

い

て

は、

有
利
な

学
歴
を

得
る

か

ど
う
か

は

高
校
卒
業

後
に

行
な
わ

孔

る

入

学
試
験
に

よ

っ

て

決
定
さ
肌

る．、

一

度
合
格
す
礼

ぱ
自

然
に

卒
業
で

き
る

温

室
的
な

日

本
の

大

学
で

は、

大
学
内
部
で

の

入

材
の

選

別
は

期
待
さ
れ
な
い

。

十
八

歳
て

行
な
わ

れ

る

学
力
の

評
価
が
そ
れ
以

後
の

能
力
や

業
績
を

約
束
す
る
な
ら、

学
歴
に

よ

る

個
人
の

評
価
に

は

問
題
は

な

い
。

し
か

し
、

そ

う
結
論
す
る

に

は

多
く
の

疑
問
が

あ
る

。

　

学
歴

偏
重
へ

の

疑
問
は

、

以
上
述
べ

た

よ

う
な

学
歴
に

よ

る

評
価
の

固
定

化
の

他
に

も、

い

ろ

い

ろ
挙
げ
ら

れ
る
．

例
え
ば、

学
校
で

の

広

範
な

知
識

量

を
中
心
と

す
る

成
績
が

実
社
会
で

要

求
さ

れ
る

実
行
力、

創
造
力

、

協
調

性、

体
力
等
を
保

証
す
る

か

ど
う
か

。

更
に

は

教
育
の

地
域
格
差

、

学
校
格

差、

あ
る

い

は

家
庭
の

経
済
的
理
由
等
で

中
央
の

有
名
大
学
へ

進

学
で

き
な

い

場
合
に
は、

学
歴
は

必
ず
し

も

個
人
の

能
力
を

表
現
し

え

な
い

。

　
こ

の

よ
う

に
学
歴
の

問
題
に
つ

い

て

は

種
々

の

角
度
か

ら

検
討
す
る

必

要

が

あ
る

。

し
か

し、

こ

こ

で

は

学
力
の

可
変
性
の

立
場
か

ら

学
歴
に

よ

る

固

定
的
評
価
の

危
険
に
つ

い

て

考
察
す
る

こ

と
に

限
定
し

た
。

学
力
が

時
間
の

経
過
と

と
も
に

ど

の

程
度
変
動
す
る

か

と
い

う

問
題
は
、

長
期
聞
に

わ

た
る

資
料
を
得
る

こ

と
が

困

難
で

あ
る

た
め
か

、

興
味
あ
る

問
題
で

あ
る

に

も
か

か

わ
ら

ず
、

研
究
さ
れ

て

い

な

い
。

古
く
か

ら

「

十
で

神
童

、

十
五

で

才
子

、

二

十
過
ぎ
れ

ば
た
だ
の

人
」

と
い

わ
れ、

能
力
の

発
達
に

大
き
な

変
動
が
あ

る

こ

と

が

目

常
経
験
を

通
じ

て

知
ら
れ
て

い

る
。

あ

る

人
は

早
熟
型
で

あ
り

、

他
の

入
は

晩
成
型
で

あ
る

と

い

う
個
人

差
が、

人

材
の

選
別
を

菌

難
に
す
る

。

現
在
の

学
歴
に

よ

る

人
の

評
価
が
妥
当
で

あ
る

か

ど

う
か

を
、

能
力
変
動
の

立

場
か

ら

実
証
的
に

研
究
す
る

場
合、

で

き
る

だ

け
長

期
間
の

追
跡
研
究
が

必

要
で

あ
る

。

特
に

学
校
卒
業
後
の

追
跡
研

究
が

必
要
で

あ
る

が、

資
料
を
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得
る

こ

レ一
が
で

き
な
か

っ

た
た

め
、

今
回
は

小

学
佼
入

学
時
か
ら

高
校
卒
業

ま

て

¢

十
二

年
間
に

期
間
と
限

竃
し

て、

不
充
分
で

ぱ

あ

る

が

分
析
し

た
。

　

追
跡
研
究
の

対
象−
二

な
、
・
に

の

は

中
国
地
方
の

都
市
に

あ

る

菓
国
立

大
学

附
属
高
校

、

同
中
学
校、

同
小

学
校
と、

九
州
地

方
の

農
村
に
あ
る

U
高
校

、

U
中
学
校

、

U
小
学
校、

K
小

学
校

、

F
小

学
校
で

あ
る

。

　
（

以
下

総
括
し

て

前
者
を
H
大
附
校、

後
者
を
U
校
と

呼
ぶ
こ

と

に

す
る
）

H
大
附
校
と

U

　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　

校
の

調
査
対
象
と

な
っ

第 1 図

U

「霞嵩73き名
：男7．女 31翻iU高 1

；男47

lU中・　卩23名
1男 5，4，女 69

痴

一大 窮 授

‘．［E・f□31− 37圭半度 の 合言十）

　

／
錐魔

55名
女28

た
生

徒
数
と
小

学
校

、

中
学
校

、

高
校
の

関
連

は

第
1
図
に

示
し

た

通

り
で

あ
る

。

H
大
附
校

は

附
属
小、

附
属
中

、

附
属
高
か

ら
な

り
、

附

小、

附
中

、

附
高
は

そ

れ

ぞ
れ

外
部
か
ら

生
徒

を
募
集
す
る

。

注
目
す

べ

き
こ

と

は

附
小
よ

り

入

学
し

た

生
徒
は

附
中、

附
高
へ

、

附
中
よ

り

入

学
し
た

生

徒
は

附
高
へ

、

わ

ず
か
の

例
外
を
除
い

て

ほ

と
ん

ど
の

生
徒
が

進
学
を

許
可
さ
れ
て

い

る

こ

と
で

あ

る
。

附
属

高
の

大
学
進
学
率
が

高
・

＼

特
に

有
名

大
学
へ

の

進
学
者
が

多
い

の

で
、

附

小、

附
中、

附
高
へ

の

入

学

試
験
は

い

ず
れ

も
十

数
倍
の

競

争
潔

丁
ご

示

丁
．

同
校
の

生
徒
の

親
の

職
業
は

管
理

職、

事
務
職、

専
門
職
が
大

部
分
を

占
め

る
。

U
校
で

は
、

生

徒
は

同
一

地
域
の

K
小、

U
小、

F
小
の

三

つ

の

小

学

校
か

ら

U
中
学
へ

の

進
み、

更
に

U
高
ま
た
は
N
高
へ

進

学
す
る

。

こ

の

調

査
で

は

主
流
を

な
し

て

い

る

U
高
へ

の

進
学

者
八

十
五

名
の

み

を

分
析
の

対

象
と
し

た
。

U
校
の

生

徒
の

親
の

職
業
は

農
業
が

約
五

十
収
− o

で
、

そ

の

他
公

務
員
と

会
社
員
が
三

十
％

前
後
で

あ
る
、

U
高
の

大
学
進

学
率
は

約
三

十

％

に

す
ぎ
な
い

。

　
学
力
の

比

較
に

は

次
の

よ

う
な

方
法
を
と
っ

た
。

比

較
の

対
象
と
し

た

科

目
は
主

要
科
目
の

み

に

限
定
し

た
。

主
要
科
目
を

文
科
系

科
目

（

英
語

、

国

語
、

社
会
）

と

理
科
系
科
目
（

数
学、

理

科
）

と

に

分
け、

文

科
系
科
目
の

五

段

階
評
価
に

よ
る

平
均

得
点
を
そ
れ
ぞ

れ

算
出
し

、

両

者
を

合
計
し

て

十

点
満
点
と

し

た
。

以
下
二

つ

の

角
度
か

ら

学
力
の

変
動
を
追
跡
し

た
。

　
e
　
小
学
校、

中
学
校、

高
校
間
の

学
力
変
動

　
「

彼
は

学
校
時
代
ず
っ

と

首
席
で

通
し
た
」

と
い

う
言
葉
は

人
を

紹
介
す

る

際
に
よ

く
使
用
さ
れ
る
。

し

か

し
、

は
た

し

て
こ

の

言
葉
通
り
に

、

小

学

校
時
代
の

秀
才
は

中
学
校
で

も
秀
才
で

あ
る

揚
合
が

多
い

の

で

あ
ろ
う
か

。

し

か

し
同

時
に、

小

学
校
時
代
は

ほ

と
ん
ど

目
に
つ

か

な

い

平
凡
な

存
在
で

あ
っ

た
生

徒
が、

中
学
校

、

高
校
時
代
に
が
ぜ

ん

頭
角
を
あ
ら
わ

す
と

い

う

場
合
が

あ
る

こ

と

も
、

知
ら
れ
て

い

る
。

実
際
に

は
、

小

学
校

、

中
学
校

、

高
校
の

成
績
の

間
に

は、

ど
の

程
度
の

関
連
又
は

変
動
が
あ
る

の

だ
ろ

う
か
。

こ

の

よ

う
な

素
朴
な

疑
問
に

答
え

る

た

め
、

実
際
の

資
料
に

当
た
っ

て

統
計

｝ノ07［
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的
に

分
析
す
る

の

が
最
初
の

課
題
で

あ

る
。

　
こ

の

最
初
の

分
析
の

対
象
と
し

て
、

H
大
附
高
の

昭
和
三

十
四

年
度
卒
業

生
六
十
八

名
（

一

部
成
続
不
明
者
を
除
く

）
、

　
U
校
の

生

徒
八

十
五

名
（

N

高
校
進
学
者
三

十
入
名
を
除
く

）

を
選
ん
だ
。

調
査
の

対
象
と

な
っ

た

生
徒

数
は
十

分
と

は
い

え
な
い

が
、

両
校
が
単
に

地
理

的
に

の

み

な
ら
ず
質
的
に

も
相
当

異
な
っ

て

い

る

た

め
、

も
し

両

校
に

同
じ

よ

う
な

結
果
が

出
れ

ば
、

そ
の

結
果
は

か

な

り
一

般
的
な
も
の

と

考
え
て

よ
い

で

あ
ろ

う
。

U
校
の

場

合、

K
小
学
校

、

F
小

学
校

、

U
小
学
校
の

成
績
順
位
は

三

小
学
校
を

合
計

し
て

計
算
し

た
。

各
小
学
校
間
に

五

段
階
評
価
の

基
準
に

差
が

あ
る

の

で

は

な
い

か

と

い

う

疑
問
が

生
じ
る

が
、

三

つ

の

小
学
校
は

同
一

地
域
に

あ
り

、

そ
れ
ら

の

間
の

教
師
の

交
流
が
盛
ん

な
の

で
、

成
績
評
価
の

基
準
に
は

大
差

な
い

と

考
え

、

特
別
の

操
作
を
加
え

な
か
っ

た
。

　
両

校
に
つ

い

て、

先
ず
順
位
相
関
係
数
を
求
め
た

。

小
学
校
六

年
問
を
前

半
と

後
半
と
に

分
け、

中
学
校

、

高
校
を
独
立
さ
せ、

三

年
間
ご
と

の

平
均

　
　
　
　
　
　

8

第1〔畩

　 小 ・
中 ・高校の 成績順位相関

u 　校
（P ）

0．37880

．48310

．57840

．　72CV70

．　69030

．8797

附 校
（P ）

0．43010

．57960

．61650

．76660

．79900

．8054

高

高

中

中

高

6

｝
　一
　
｝
　
【
　

一

〜

昭

囑

明

州

一

帽

超

1
　
　

4
　
　

L
　
　

4
　
　
　
　

ー一

卜
　
婁

ハ
　

ト
　

ト
　
hr

医7

ノ

　
　

ノ

　

　

ノ

　
　

ノ

　
　
ー

　

ノ

順
位
を
算
出
し

、

そ
れ

ぞ
れ
の

期
間
の

問
の

順
位
相
関
を
求
め

た
。

　
（

第
10
表
参
照
）

多
少
の

例
外
を

除
い

て
、

両
校
の

相
関

係
数
は

非
常
に

類
似
し

て

い

る
。

順
位
相
関
が
最
も
高
い

の

は

小

学
校
前
半
と

後
半
で

あ
り

、

次

は

中
ご

轟、

小
四

遭

六
と

牛
で

あ

る
．

最
も
相
関
係
数
の

低
い

の

は

小
一

〜

三

と

高
で

あ

り、

次
が
小
四
〜

六

と

高
、

小
一

〜

三

と

中
で

あ
る

。

金
体
的
に
み

て
、

小
学
校

と
高
校
を
初
め

と
し

て
、

時
間
的
距
離
が

大
き

く
な
れ
ば
な
る

ほ

ど
、

順
位

相
関
は

低
い

。

小
学
校
時
代
の

成
績
順
位
が

中
学

、

高
校
を

通
じ

て
一

貫
す
　
08

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

る
こ

と
は

稀
な

ケ
ー

ス

と
云
え
よ

う
。

　
も
う

少
し

、

具
体
的
に

実
際
の

順
位
に

つ

い

て

調
べ

て

み
よ
う

。

先
ず
H

大
附
校
に

つ

い

て、

小
学
校
時
代
の

平
均
順
位
が
十
位
以

内
（

六
十
入

名
中
）

の

生
徒
が

中
学
校、

高
校
で

ど
の

よ

う
な

順
位
の

変
動
を

示
し

た

か、

逆
に

高
校
時
代
の

平
均
順
位
が

同
じ

く
十

位
以
内
の

生
徒
が

小
学
校

、

中
学

校
で

は

ど
の

よ
う

な

順
位
を
示
し

た
か

を
調
べ

た
（

第
11

表
参
照
）

。

　
こ

の

結
果

第 H 表　小学校の 成績上位者 ， 高校

　　　　の 成績上位者の 順位変動

　　　　　　　　　 （H 校 の 場合）

高校で の 秀才
小 学 校
で の 秀才

進
　
路

　
→

高
　
校

　
→

中
学
校

　
→

小

学
校

高
　
校

　
→

中
学
校

　
→

小
学
校

大

繭

大

大

大

獄

大

大

 

大

北

（

名

京

東

東

東

広

−

広

1233567896
　　
7
　
　

3
　
　

ユ

10

1453118418

鼾

22610151165133227

2035213414317383232226141223

／128371

11

ー

ユ

5678910

は

順
位
の

変
動
が

予
想
以
上
に

激
し

い

こ

と

を

証

明
し

て

い

る
。

小

学
校
時

代
十

位
以

内
に

い

π

生
徒
で

、

高
校
時
代
も
購
し

く
十
位
以

囚 、
に

と
ど
ま
→

に

生
徒
は

わ
ず
か

二

名
に
す

ぎ
な
い

，

そ
の

他
の

八

名
誇

生

徒
二

鄭
訳

は

》

の

よ

う
に

な
っ

て

い

る
。

十
一

位
か

ら
二

十

位
の

闘
に

転
落
し

た

生
徒
三

名
、

N 工工
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二

十
一

位
か

ら

三

十
位
の

間
一

名
、

三

十
一

位
か

ら

四

十

位
の

間
四

名
で

ろ
。

こ

の

事
実
は

小
学
校
時
代
の

秀
才
の

中
に

は

相
当

数
の

中
学
校、

高
校
で

の

脱
落
者
が

含
ま
れ
て

い

る

こ

と
を

意
味
し
て

い

る
。

次
に

高
校
時
代
の

秀
才

が
小

学
校、

中
学
校
で

ど
の

よ
う
な

順
位
を

占
め
た
か

を

み
よ

う
。

具
体
的

な
事
例
を

挙
げ
る

と
、

小
学
校
時
代
の

平
均
順
位
が
六

十
八

名
中
六

十
五

位

で、

ほ

と
ん

ど

最
下

位
に

い

た

生
徒
が、

中
学
校
で

は
三

十
一

位
、

高
校
で

は
七

位
と

急
速
に
上

昇
し
、

東
大
に

合
格
し
た

生
徒
を

初
め

と
し

て

（

以
下

順
位
は

す
べ

て

六
十
入

名
中
） 、
　

小
学
校
時
代
四

十
七
位、

中
学
校
六

位、

高
校
で

は

つ

い

に
一

位
と

な
り

北
大
に

合
格
し
た
生

徒
、

以
下

同
様
に、

三

第12表　小 学校の 成績上位者，高校

　　　　の成績上位者 の順位変動

　　　　　　　　　　　（U 校 の 揚合）

小 学校秀才 高　校　秀　才

進
　
路

　
→

高
　
校

　
→

中
学
校

　
→

る

ヒ

　

小

学
校

　
→

ユ

ヒ

ヨ

小

学
校

高

校

　
→

中
学
校

　
→

ペ

ヒ

　

小
学
校

　
→

ユ

と

ヨ

小
学
校

大広

　就

　就

　就

宮崎大

1233367881
　　
41

　　
4

4

26104816

1167

13

3
　

8

10

九　大

宮崎大

長崎短

4015487642343157644465662

271431108443771120151011741417148216111493211812345678910

十
二

位、

四

泣
、

九

位
で

国
際
基
督
教
大
に

合
格
し
た

生

徒、

二

十
七

泣
、

十
八

位、

十

位
で

広

大
に

合
格
し

た

生
徒

、

二

十
二

位、

七

位、

二

位
で

銀

行
に

就
職
し
た
生

徒
が

上
昇
型
の

代
表
例
と

し

て

挙
げ
ら

れ

る
。

こ

れ
ら

の

生
徒
の

小
学
時
代
の

成
績
か
ら
は
、

以
上
の

よ

う
な

高
校
で

の

優
秀
な

順
位

と

進
学
大
学
名
が
予
想
で

き
た
で

あ
ろ
う
か

。

更
に、

小
学
時
代
ほ

と
ん

ど

完
全
に

近
い

成
績
を

得
た
生
徒
が
こ

れ
ほ

ど

平
凡
な
生

徒
に

脱
落
す
る
こ

と

が
予
想
で

き
た

で

あ
ろ

う
か
。

お

そ
ら
く
予

想
は

不

可
能
で

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。

こ

の

例
は

小
学
校
か

ら

高
校
ま
で

の

十
二

年
間
に
一

貫
し

て

上
位

、

又
は

中
位
な
い

し

下

位
を

維
持
す
る

こ

と
が
非
常
に

困

難
で

あ
る

こ

と

を

示

し

て

い

る
。

多
く
の

生
徒
は
ジ

グ
ザ
グ

型
、

上
昇
型、

下
降
型
で

あ
る

。

U

校
の

例
も
同
じ

よ
う
な

傾
向
を

示
し

て

い

る

（

第
12
表
参
照
）

。

　
U
校
で

は

一

貫
し

て

上
位
の

生
徒
が
H
校
に
比
べ

て

や
や

多
い

が、

大
き
な

変
動
を
示

し

た
生

徒
も

多
く

、

H
校
の

結
果
と

大
体
類
似
し

て

い

る
。

こ

れ
ら
の

分
析

か

ら
、

小
学
校
か
ら

高
校
ま
で

の

十
二

年
間
に

、

学
力
は

相
当
変
動
す
る

と

結
論
で

き
よ

う
。

　
⇔

　
入

学
時
期
別
に

み
た
学
力
の

変
動

　
こ

の

比

較
研
究
の

対
象
と

な
っ

た
の

は

H
大
附
高
の

昭
和
三

十
一

年
度
か

ら
三

十
七

年・
度
ま

で

の

卒・
業
生
千
三

百
七

十
八

名
で

あ
る

。

　
上
述
し

た

よ
う
に

、

H
大
附
小

、

附
中

、

附
高
で

そ
れ
ぞ
れ

外
部
か

ら

生

徒
を
募
集
す
る
と

同
時
に

、

附
小

、

附
中
よ

り
入

学
し

た

生
徒
は

そ
れ
ぞ
れ

エ

ス

カ
レ

ー

タ
ー

式
に

上
級
の

附
中
な
い

し

附
高
へ

進
学
す
る

こ

と
を
許
可
　
御

さ
れ
て

い

る
。

従
っ

て、

附
属
高
校
で

は

附
小
よ
り
入

学
し

た

生
徒

、

附
中

よ

り
入

学
し

た
生

徒
、

附
高
よ

り
入

学
し

た

生
徒
の

三

つ

の

グ
ル

ー
プ

が

席
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第13表　H 大附高成績の 入学時期別比較

・・韈 i32年度 133鞭 極鞭 i罅 度 i罅 劇 37年度 1全 体

（465）
7

，
908

（378）
7 ， 342

（535）
6．　S82

（83）
7

，
935

（43）
7

，
302

（78）
6

，
271

（73）
8

，
103

（37）
7

，
395

（85）
6

，

’102

（75）
7

，
860

（43）
7

，
407

（79）
6

，
120

　 　 　 　 L

（88）
7

，
　801

（44）
7，
484

（70）
6

，
556

（34）
8 ， 121

（64）
7

，663

（100）
6

，
533

（64）
7

，898

（62）
7

，
040

ぐ65）
6

，
632

（48）
7

，
696

（85）
7 ，

　21i3

（58）
6

，
547

高
者

中
者

小

者

　
学
　

学
　

学

附
入

附
入

附
入

高 x 中 ，

高 x 小 ，

中×小 ，

t＝＝ 　7．351，　 df＝ 841，　 P ＜ 0．001
t　 ＝ 21．492，　　df＝ 998，　 P＜ 0、001
t ＝ 12．307

，　　df＝ 911
，　 P 〈 0．001

（注） （　）内は人数

を

同
じ

く
し

て

成
績
を
競
う

こ

と
に

な
る、、

附
小
入
学
者、

附
中
入
学
者、

附
高
入
挙
者

の

附
属
高
校
で

の

成
績
を
比

較
す
る

こ

と
に
よ
っ

て
、

各

時
期
の

選
別
の

持
つ

意
味
を

追
求
で

き
る

。

各
段
階
の

合

格
者
は

い

ず
れ

も

激
し

い

競

争
を
突
破
し
た

生
徒
で

あ
る

か
ら、

附
小

入
学
者
は

附
小

．

入

学
時
に

、

附
中
入

学
者
は

附
中
入
学
時
に、

附
高
入
学

者
は

附
高
入

学
時
に

、

そ
れ

ぞ
れ

優
秀
な
学
力
を
持
っ

て

い

る
と

保
証
さ
れ

た
と

考
え

ら
れ
る

。

　

各
グ
ル

ー

プ

の

附
高
三

年

間
の

平
均
得
点
を
計
算
し

た

と
こ

ろ
、

・

第
13
表
の

よ
ヶ
な

興
味
深
い

結
果
を
得
た

。

こ

の

結
果
に

よ
る

と
、

各
年
度

と
も

例
外
な
く、

最
も
平
均

点
の

高
い

の

は

附
高
入
学
者

で

あ

り
、

次
が

附
中
入

学
者、

最
も
低
い

の

か

附
小
入

学
者
で

あ
る

。

三

十
「

年
度
か
ら
三

十
七
年
度
ま
で

の

全
体
の

各
グ
ル

ー

プ
の

平
均
得
点
を
見
る

と
、

附
高
入

学
者
が
七
・

九

〇

八
、

附
中
入

学
者
が

七
・

三

四

二
、

附
小
入

学
者
が

六
・

三

八

二

で

あ

る
。

こ

の

全
体
の

平

均
点
に
つ

い

て

検
定
を
し

た

結
果、

附
高
入

学
者
と

附
中
入

学
者

、

附
中
入

学
者
と

附
小

入
学
者、

附
高
入

学
者
と

附
小
入

学
者
の

い

ず

れ

の

場
合
に

も
、

統
計
上
有
意
の

差
が
認
め
ら
れ
た

。

465toO
．0

　　378100
．0

　　535100
，0

　
こ

の

結
果
を
得
点
分
布
図
に

示
し

た

の

が
第
2
図
で

あ
り、

得
点
分

布
表
に

し

た

の

が

第
14
表
で

あ
る

。

第
2
図
は

各
グ
ル

！
プ

の

差
を
よ
り

明
瞭
に

示
し

て

い

る
。

附
高
入
学
者
は

高
得
点
者
が

多
く

低
得
点

．

者
が

少
な
い

分
布
曲
線
を
示
し

て

い

る

が、

附
小
入

学
者
は

逆
に

低
得
点
者
が

多
く
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

点

〃 0 一

第14表　得点分布比較

睡 95 − ・ 96 − 697 − ・ ・1・一・・8・・91・9・一・・1計

附 高 （．入） 2 2　　　 63133162 　　 82
入 学者 （％） 0．44 ．9　 13，528 」 635 ．0　 17，6

附　中 （人） 3 39　　 104UO87 　　 35
入学者 （％） 0．810 ．3　 27．529 ．123 ．0　　9．3

附　小 （人） 72134 　　162113 ・45　　　 9
入学者 （％） 13．525 ．　　 30，321 ．18 ．4　　 1．7

第 2 図　得点分布比較

一一一附 高入 学 誉

　
・一・附 中 入学者

一 附瓜入 学者

％
ー

40302010

均
，9

〜

108
−

a97f796
ー

印

5
ー

紬

4
−

増
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学歴主義の研究

得
点
者
が
少
な
い

曲
線
を
示
し
て

い

る
。

附
中
入
学
者
は

両
者
の

中
間
的
な

分
布
曲
線
を
示
し

て

い

る
。

第
14
表
に
よ
る

と
、

附
高
入
学
者
の

分
布
の

ピ

ー
ク
は

八

点
台
で

三

五

％
、

附
中
入

学
者
の

ピ

ー
ク
は

七

点
台
で

二

九

二

％
、

附
小
入
学
者
の

ピ

ー
ク

は
六

点
台
で

三

〇
・

三

％
で

あ
る

。

第 3 図　成績順位分布比較

（34年度附高卒業者の揚合）

1〜50位 51〜1〔〕0位 　　IOj〜i50イ立151〜202イ立
隴 入学e一 　　　　　　口■

33名
（3751％〉

　　　31名 　　 ／ 14名 ／ IO名 i

／　〔35・2％）’！　（159％）
／
（11・4％冫i

附中入学着

羅
・小購 晦幕窿講 翠血噸 嘸脚 ■

5名　 9名
〔71％♪｛129％）

23名
（32，9％ 冫

33名

（47．1％ 〉

中
三

十
三

名
で

三

七
・

五

％
と

な
っ

て

い

る
。

か

ら
二

百
二

位
ま
で

に

つ

い

て

み
る
と、

附
小

入
学
者
は
七

十

名
中
三

十
三

名
で

四
七
・
一

％
と

非
常
に

多
く

、

附
中
入

学
看
は
四

十
四

名
中
九
名
で

二

〇
・

五

％
、

附
高
入

学
者
は

八
十
八

名
中
わ

ず
か

十

名
で
一
一

・

四

％
で

あ

る
。

即
ち

、

附
高
入

学
者
の

四

〇
％
弱
が

最
上
位
ク
ラ
ス

に

入
っ

て

い

る

の

　

昭
和
三

十
四
年
度
卒
業
生
の

み
に

限
定
し

て
、

同
年
度
卒
業

生
二

百
二

名
を
成
績
の

良
い

順

に
一

位
〜

五

十
位

、

五

十
一

位

〜

百
位、

百
一

位
〜

百
五
十

位、

百
五

十
一

位
ギ

ニ

百
二

位
に

分

け
て

、

各
グ
ル

ー
プ

別
に

分
布

図
を
つ

く
っ

て

み
た

。

そ
の

結

果
は

第
3
図
の

通
り
で

あ
る。

一

位
か

ら
五

十
位
ま
で

の

最
上

位
ク
ラ
ス

に

属
し

て

い

る

の

は
、

附
小
入

学
者
が

七

十
名
中
わ

ず

か

五

名
で

七
・

｝

％、

附
中
入

学
者
が
四

十
二

名
で

二

七
・

三

％、

附
高
入

学
者
が
入

十
八

名

　

最
下

位
ク

ラ
ス

百
五

十
一

位

に

対
し

て
、

附
小

入
学
者
の

約
半
数
が

最
下

位
ク

ラ

ス

に

入
っ

て

い

る
。

附

中
入

学
者
は

各
ク

ラ
ス

に

平
均
し

て

分
布
し
て

お

り、

附
小
入

学
者
と

附
高

入
学
者
の

中
間
的
分
布
を
示
し

て

い

る
。

第15表　知能偏蓮値比 較

34年度 35年度36年度 37鞁 陣
附 高 入 学 者

附 中 入 孕 者

附 小 入 学 者

68，4267 ．85

68，666 ＄。09

644 　 62．86

167 ．8366

．5861

、86

68．1838 ．09
69．7668 ．34

64．9263 ．45

　

以

上
い

ろ
い

ろ

な

角
度
か

ら

学
力
選

別
の

時

期
と

学
力
の

変
動
の

関
係
を
分
析
し

て

き
た

。

最
後
に

知
能
検
査
の

結
果
を
比

較
し

て

み

た
。

こ

の

比

較
に

使
用
し
た

資
料
は

昭
和
三

十
四

年

度
か

ら
三

十
七

年
度
ま
で

の

四

年
間
に

限
定
し

、

た
。

使
用
し

た

知
能
テ

ス

ト

は

高
校
二

年
時
に

実
施
さ
れ
た

京
大
NX

で

あ
る

。

比

較
の

結
果

は

第
15
表
に

示
し

た

通
り
で

あ
る

。

四
年
間
の

合
計
の

平
均
は、

附
高
入
学
者
が

六

八
・

〇

九、

附
中
入
学
者
が
六

八
・

三
四、

附
小
入
学
者
が

六
三
・

四
五

で

あ
っ

た
。

全

体
に

つ

い

て

検
定

を
し
た

と
こ

ろ、

附
高
入
学
者
と

附
小
入
学
者、

附
中
入
学
者
と
附
小
入

学
者
の

間
に

は

統
計
上

有
意
の

差
が

あ
っ

た
。

し
か

し、

附
中
入
学
者

と

附
高
入

学
者
の

間
に

は

差
は
な
い

。

こ

の

知

能
検
査
の

比
較
の

結
果
注
目

す
べ

き
こ

と

は
、

学
力
で

は

附
高
入

学
者
に

は

麓

難
郵
麟

馨
諸

編

變
黼
砌

覇
麓

讒
竺

他
の

二

者
に

は

っ

き
り

劣
っ

て

い

る
。

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

　
以
上
の

分
析
結
果
を
総
合
す
る

と

次
の

よ

う
に

結
論
で

き
る
。

学
力
の

比

較
で

は
、

学
力
評
価
の

時
期
か
ら
の

期
間
が

長
け
れ
ば

長
い

ほ

ど
、

そ
の

評
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価
へ

の

信
頼
性
ば

低
下

す
る

。

換
言

す
れ
ば

、

あ
る
一

定
時
の

学
力
に

よ
る

人
材
の

選

抜
は

そ
の

後
の

学
力
を
保
証
し

え
な
い

と
い

う
こ

と
で

あ
り、

学

力
の

評
価
は

絶
え

ず
繰
り

返
す
必

要
が

あ
る

。

少
な
と

も
十
入

歳
ま
で

は、

あ
る

時
期
の

学
力
検
査
に
よ
っ

て
、

あ
る

生

徒
は

優
秀
児
で

あ
り
他
の

生
徒

は
そ

う
で

は

な
い

と
い

う

烙
印
を
押
す
こ

と
は

多
く
の

危
険
を
伴
な
う
と

言

え
よ

う
。

最
初
の

研
究
で

は、

小
学
校
時
代
の

劣
等
児
か

ら
も
高
校
時
代
の

秀
才
が

生
ま
れ
る

こ

と
が

あ
る
こ

と
、

ま

た

逆
に

小
学
校
時
代
秀
才
と

騒
が

れ
た

生

徒
の

中
か

ら
高
校
時
代
に
は

全
く

平
凡
な
生

徒
が

生
ま

れ
る
こ

と
が

実
証
さ
れ
た

。

第
二

の

研
究
で

は、

学
力
試
験
に
よ
る

小
学
校
入

学
時

、

中

学
校
入

学
時、

高
校
入

学
時
の

選

抜
の

妥
当
性
に
つ

い

て

か
な

り
明
確
な

結

果
を
得
る

こ

と
が
で

き
た

。

こ

の

入

学
時
期
別
比

較
に

於
て
も、

最
初
の

追

跡
研
究
と

同
じ

く、

学
力
試
験
に
よ
る

選
抜
を
絶
対
視
す
る
こ

と
に
は

多
く

の

危
険
が
伴
な

う
こ

と
が

実
証
さ
れ

た
と

思
う

。

従
っ

て

人

材
の

選
別
に

は
、

ス

テ

レ

オ
タ

イ

プ

的
に

優
秀
児
な
い

し

劣
等
児
の

レ

ッ

テ

ル

を

与
え

ず
、

学

力
に

対
す
る

柔
軟
な
態
度
を
と
る

必

要
が
あ
る

。

H
大
附
校
の

入

学
試
験
に

於
て

、

附
高
に

合
格
し

た

生
徒
の

中
に
は、

附
小
入

学
試
験

、

附
中
入
学
試

験
に

於
て

失
敗
し

た

生
徒
が

含
ま
れ
て

い

る
。

附
高
入
試
と
い

う
機
会
が

与

え
ら

れ

た
こ

と

に

よ
っ

て
、

か

つ

て

の

不
合
格
者
の

中
か

ら
も
附
中
・

附
小

合
格
者
よ
り

も
優
秀
な
生
徒
が

選
抜
さ
れ

た
と

云
え
よ

う
。

　
し

か

し
な
が
ら
、

こ

の

調
査
結
果
に

は

次
の

よ

う
な

限
界
が

あ
る
。

最
初

意
図
し

て

い

た

学
歴
の

妥
当
性、

特
に

大
学
格
差
の

問
題
に

は
、

こ

の

調
査

か

ら
は

直
接
的
な

解
答
を
与
え

る
こ

と
が
で

き
な
か

っ

た
。

大
学
格
差
の

問

題
に

直
接
批
判
を

加
え
る

た

め
に

は
、

大
学
生
の

学
力
の

追
跡
研
究
と

同
時

に
、

大
学
卒
業
後
の

長
期
間
の

追
跡
研
究
が

当
然
必

要
に

な
る

。

（

注
6

）

こ

の

調

査
で

は
、

小
学
校
か

ら

高
校
ま
で

の

追
跡
研
究
を
行
な
い

、

そ
の

揚
合

の

学
力
の

可
変
性
を
指
摘
す
る

こ

と
に

よ
っ

て
、

大
学
格
差
の

問
題
を

間
接

的
に

批
判
し

た
に

と
ど

ま
る

。

従
っ

て
、

学
歴
の

問
題
を
学
力
の

可
変
性
の

立

場
か

ら

直
接
分
析
す
る

た

め

に

は
、

上
に

述
べ

た

高
校
以
後
の

追
跡
研
究

と

同
時
に

、

学
力
と

能
力
の

関
係
と

、

能
力
発
達
の

年
令
別
速
度

、

い

い

か

え
れ

ば
何
才
の

時
に

能
力
は

最
も
可
変
性
に

富
む
か
と
い

う

問
題

、

更
に

は

学
校
で

要

求
さ
れ

る

能
力
と

実
社
会
で

要
求
さ
れ

る

能
力
と
の

間
に

は

ど
の

よ

う
な

相
違
が
あ
る

か

と
い

う
問
題
に

つ

い

て

の

研
究
が

必

要
で

あ
ろ

う
。

（

注
1
）

調
査
全
体
の

詳
細
に

関
し

て

は、

新
堀

通
也
他
「

進
路
の

適
正

度
に

関
す
る

追
跡
研
究
」

広
島
大
学
教
育
学
部
附
属
高
等
学
校
紀
要、

一

九

六
四

年
参
照

（

注
2
）

新
堀
通
也

「

学
歴
と

モ

ラ

ー
ル
」

ア

ル

プ

ス
。
シ

リ
ー

ズ、

第
三

〇
五

輯、

　
二

十
七

頁

（

注
3
）

Ω゚

匹
・

目
β
u

‘

訂
く
 

『

。
h

ぎ
旨
註
8
碧
餌

ω

g
芝
o

籔
醐
昌

　

卜
日
 

議
o

碧
ω

8
ご一
£一
s
一

男
o

鼠
o

瀬
く
o
一゜
H
。。嫡

7
器

お

器り
娼
O°

器
9。

ー

襲゚

（

注
4

）

こ

れ
ら
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